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夏休みの生活について 

 日頃より、保護者の皆様には本校の教育活動にご理解とご支援をいただき感謝申し上げます。 

 さて、明日から子どもたちが楽しみにしている夏休みに入ります。夏休みの過ごし方については、学校でも十

分指導しますが、ご家庭でも次の点に留意して話し合い、有意義な夏休みとなりますようご協力をお願いいたし

ます。２ページめの「夏休みの生活のめあて」については、ご家庭でもお子さんと一緒にご確認ください。 

【生活の基本として】 

 厳しい暑さだけでも気が緩みがちになりますが、夏休みになると生活のリズムが乱れがちになります。節度あ

る生活を心がけてください。また、夏休みは学期途中になります。前期の学習は続いていますので、休み前の学

習を振り返り、休み明けの学習に生かせるような取組をご家庭でもご配慮ください。（各学年の夏休み号をご参

照ください。） 

 

【健康・安全で楽しく過ごすために】 

○規則正しい生活を心がけましょう。 

○地域の催し等には積極的に参加することを勧めてください。 

○自転車の二人乗りは禁止されています。路上への急な飛び出しには十分注意しましょう。キックボードやスケ

ートボード等は利用できる場所を確認し、マナーと安全に気を付けて乗るようご家庭でご確認ください。 

（自転車については１２歳以下のヘルメット着用が義務付けられています） 

〇危険な場所で遊ばないようお声かけください。（地域の方から、道路や駐車場等で遊ぶ児童の安全を心配する

声が届いています。） 

○健康診断後、「結果のお知らせ」がお手元に届いているお子さんは、この機会に受診をしておきましょう。 

 

【その他】 

○不審電話（個人情報を聞き出そうとする）には、十分注意しましょう。そのような電話には応じないよう声を

かけてください。 

 

 

 

 

  

不審者の出没や子どもの安全にかかわることは 

「まず警察！ それから学校に！」 
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